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添付公開書類：

- 国際調査報告 （条約第 2 1条 (3))

制御入 力情報 に基 づいて車両搭載機器 に対す る第 1 の列車制御情報 を所定周期 毎 に生成す る 1 系 中央
装置 1 1 — 1 と、第 1 の列車制御情報が送 出 され た時点か ら所定周期 に 1 ノ 2 を乗 じた時間が経過 した
ときを起 点 と して、制御 入 力情報 に基 づ いて第 1 の列車制御情報 と同 じまたは異 な る列車制御情報 で あ
る第 2 の列車制御情報 を所定周期 毎 に生成す る 2 系中央装置 1 1 一 2 とを備 え、 1 系 中央装置 1 1 一 1
は、第 1 の列車制御情報 が生成 され る毎 に第 1 のバケ ツ トを生成 し、 この第 1 のバケ ツ トを生成す る毎
に第 1 のバ ケ ツ トを 1 系基 幹伝送路 4 0 — 1 と 2 系基 幹伝送路 4 0 — 2 とに交互 に送 出 し、 2 系 中央装
置 1 1 — 2 は、第 2 の列車制御情報が生成 され る毎 に第 2 のパ ケ ッ トを生成 し、 この第 2 のパ ケ ッ トを
生成す る毎 に、第 2 のバ ケ ツ トを第 1 のバ ケ ツ 卜が送 出 され た基 幹伝送路 とは反対側 の基 幹伝送路 に送
出す る。



発 明の名称 ：列車情報管理装 置 および列車情報管理 方法

技術分野

[0001 ] 本発 明 は、 列車情報管理装 置 お よび列車情報管理 方法 に関す るものであ る

背景技術

[0002] 近年、 列車 には、例 えば ブ レー キや空調装 置 な どの列車搭載機 器 （以 下 「

機 器 」 と称 す る」 の動作状 態 を監視 す る と共 に各機 器 の動作 を個 別 に制御 す

る列車情報管理装 置 が搭載 され て い る。

[0003] この列車情報管理装 置 は、例 えば中央装 置 お よび端 末装 置 で構成 され、端

末装 置 で は、機 器 の動作状 態情報 が収 集 され、収 集 され た動作状 態情報 は、

端 末装 置 か ら中央装 置 に送信 され、 中央装 置 で は、収 集 され た動作状 態情報

に基 づ き機 器 の管理 お よび制御 をす る ことが一般 的 に行 われ て い る。 また、

中央装 置 は、 マ ス ター コ ン トロー ラ （主幹制御 器 ）等 の制御操 作装 置 と接続

され、制御操 作装 置 か ら入力 され た ノ ツチ情報 等 に基 づ いて演算処理 を行 い

、 列車全体 の制御 にかかわ る制御 指令信 号 であ る列車制御情報 を生成 し、 こ

の列車制御情報 を各端 末装 置八送信 す る。端 末装 置 は、 中央装 置 か ら受信 し

た列車制御情報 を各機 器 に送信 し、 各機 器 は、 列車制御情報 の うち 当該機 器

に関す るデ ー タ （機 器 デ ー タ） に従 い動作 す る。 この よ うに、 中央装 置 か ら

の機 器 デ ー タが各機 器 に送信 され る ことによ って列車 の効率 的な運行 が実現

され る。従 って、 列車情報管理装 置 を含 む伝 送 システ ムの信頼性 を高め る こ

とは、 列車 の快 適 かつ効率 的な運行 の実現 の観 点 か ら重要 な課題 であ る。

[0004] この よ うな観 点 か ら、例 えば下記特 許 文献 1 に示 され る従 来技術 で は、 中

央装 置 が二重化 され、 主系 （1 系） 中央装 置 か らの伝 送 が途絶 えた ことを 卜

リガ と して従 系 （2 系） 中央装 置 が列車制御情報 の送信 を開始 す るよ うに構

成 され て い る。

先行技術 文献



特許文献
[0005] 特許文献1 ：特開平 0 1 — 1 7 5 3 3 8 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題
[0006] しかしながら、上記特許文献 1 に示される従来技術では、 1系中央装置か

ら2 系中央装置への切り替えを瞬時に行うことができないという課題があつ

た。例えば、この従来技術の手法では、常用の親局である 1系中央装置と予

備の親局である2 系中央装置とが伝送線に接続され、 1系中央装置が故障し

ていない場合には 1系中央装置から伝送線上にデータ送信が行われ、 1系中

央装置が故障しデータ送信が途絶えた場合には故障を検知した2 系中央装置

から伝送線上にデータ送信が行われる。ただし、データ送信の主体が 1系中

央装置から2 系中央装置への切り替えられるタイミングは、 2 系中央装置が

系中央装置からのデータを受信できなくなつた時点から一定時間が経過し

タイムァゥ卜となった後であるので、故障発生から切り替え完了までにタイ

厶ラグが生じるという課題があつた。

[0007] このようなタイムラグを短縮する方法として、例えば、 1系中央装置と2

系中央装置が相互に健全性を監視して、 1系中央装置の故障が検知された場

合には十分短い間隔で2 系中央装置へ切り替えるという方法も考えられる。

ただし、この方法では、健全性を監視するための伝送路を新たに追加する必

要が生じることとなり、新たな伝送路を用いずに既存伝送路 （例えば基幹伝

送路）を使って監視する場合にはこの伝送路のトラフィックの増大化を招く

という問題があつた。

[0008] 本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、二重化された基幹伝送路

の卜ラフィックを増大させることなく列車制御情報を伝送可能な列車情報管

理装置および列車情報管理方法を得ることを目的とする。

課題を解決するための手段
[0009] 上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、列車の編成を



構成する複数台の車両にわたって配設された第 1 の基幹伝送路 と、列車の編

成を構成する複数台の車両にわたって配設され前記第 1 の基幹伝送路の冗長

系を成す第 2 の基幹伝送路 とに接続され、 ノツチ情報を含む制御入力情報に

基づいて前記車両に搭載された受信装置に対する制御指令信号としての第 1

の列車制御情報を生成する第 1 の列車制御情報生成部 と、前記第 1 の列車制

御情報が生成される毎に、シーケ ンス番号を前記第 1 の列車制御情報に付与

した第 1 のバケツ 卜を生成 し、前記所定周期毎に、前記第 1 のバケツ 卜を前

記第 1 の基幹伝送路 と前記第 2 の基幹伝送路 とに交互に送出する第 1 のパケ

ッ 卜生成部 と、を備えた第 1 の情報送出部 と、前記第 1 の基幹伝送路 と前記

第 2 の基幹伝送路 とに接続され、前記第 1 の列車制御情報が送出された時点

から所定周期に 1 / 2 を乗 じた時間が経過 したときを起点として、前記制御

入力情報に基づいて前記第 1 の列車制御情報 と同 じまたは異なる列車制御情

報である第 2 の列車制御情報を生成する第 2 の列車制御情報生成部 と、前記

第 2 の列車制御情報が生成される毎に、シーケ ンス番号を前記第 2 の列車制

御情報に付与 した第 2 のパケッ トを生成 し、前記所定周期毎に、前記第 2 の

バケツ 卜を前記第 1 のバケツ 卜が送出された基幹伝送路 とは反対側の基幹伝

送路に送出する第 2 のパケッ ト生成部 と、を備えた第 2 の情報送出部 と、を

備えたことを特徴 とする。

発明の効果

[001 0] この発明によれば、 2 つの列車情報中央装置から二重化された基幹伝送路

へ交互にシーケンス番号を付与 した列車制御情報のバケツ 卜を送付するよう

に したので、二重化された基幹伝送路の トラフィックを増大させることな く

列車制御情報を伝送することができるという効果を奏する。

図面の簡単な説明

[001 1] [ 図 1] 図 1 は、本発明の実施の形態 1 にかかる列車情報管理装置を模式的に示

した図である。

[ 図2] 図 2 は、図 1 に示される 1 系伝送制御部および 2 系伝送制御部の構成を

示す図である。



[ 図3] 図 3 は、中央装置から基幹伝送路に送出されるバケツ 卜を模式的に示す

図である。

[ 図4] 図 4 は、本発明の実施の形態 1 にかかる列車情報管理装置の動作を説明

するための図である。

[ 図5] 図 5 は、 1 系中央装置に異常が生 じたときに伝送されるバケツ 卜を説明

するための図である。

[ 図6] 図 6 は、 1 系基幹伝送路に異常が生 じたときに伝送されるバケツ 卜を説

明するための図である。

[ 図7] 図 7 は、本発明の実施の形態 2 にかかる列車情報管理装置の動作を説明

するための図である。

[ 図8] 図 8 は、実施の形態 2 にかかる 1 系中央装置に異常が生 じたときに伝送

されるバケツ 卜を説明するための図である。

[ 図9] 図 9 は、実施の形態 2 にかかる 1 系基幹伝送路に異常が生 じたときに伝

送されるバケツ 卜を説明するための図である。

[ 図10] 図 1 0 は、 1 系伝送制御部および 2 系伝送制御部の他の構成列を示す

図である。

発明を実施するための形態

[001 2 ] 以下に、本発明にかかる列車情報管理装置および列車情報管理方法の実施

の形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、 この実施の形態によりこの

発明が限定されるものではない。

[001 3 ] 実施の形態 1 .

図 1 は、本発明の実施の形態 1 にかかる列車情報管理装置を模式的に示 し

た図であり、図 1 には、主系の基幹伝送路である 1 系基幹伝送路 （第 1 の基

幹伝送路） 4 0 — 1 と、従系の基幹伝送路である 2 系基幹伝送路 （第 2 の基

幹伝送路） 4 0 _ 2 とが配設されている。 この 1 系基幹伝送路 4 0 _ 1 およ

び 2 系基幹伝送路 4 0 — 2 は、基幹ネッ トワークを構成 し、例えばィ一サネ

ッ 卜 （登録商標）を使用 した L A N ( 口一カルエ リアネッ トワーク）幹線で

ある。なお、車両台数は図示例に限定されない。



[0014] 先頭車両には、列車情報管理装置を構成する主系の中央装置である 1 系中

央装置 1 1 _ 1 と、列車情報管理装置を構成する従系の中央装置である 2 系

中央装置 1 1 _ 2 とが搭載されている。 1 系中央装置 1 1 — 1 および 2 系中

央装置 1 1 — 2 は、ハプ 2 2 _ 1 およびハプ 2 2 — 2 を介 して各々 1 系基幹

伝送路 4 0 _ 1 および 2 系基幹伝送路 4 0 — 2 に接続されている。また、 1

系中央装置 1 1 _ 1 は、 1 系伝送制御部 1 2 _ 1 を有 し、 2 系中央装置 1 1

_ 2 は、 2 系伝送制御部 1 2 _ 2 を有する。なお、 1 系伝送制御部 1 2 _ 1

および 2 系伝送制御部 1 2 _ 2 の詳細は後述する。

[001 5] 先頭車両以外の車両には、列車情報管理装置を構成する端末装置 1 6 _ 1

および端末装置 1 6 — 2 が搭載され、端末装置 1 6 — 1 、 1 6 — 2 は、ノ プヽ

2 3 - およびハプ 2 3 — 2 を介 して各々 1 系基幹伝送路 4 0 _ および 2

系基幹伝送路 4 0 _ 2 に接続されている。

[001 6] 図 1 に示される車両内伝送システムでは、 2 系中央装置 1 1 _ 2 および端

末装置 1 6 — 2 等の 2 系が、 1 系中央装置 1 1 ― 1 および端末装置 1 6 _

等の 1 系の冗長系を成 し、同一の構成のもとで同一の動作を行う。このよう

な 2 重系の構成のもとで、例えば、 V V V F 、 S I V 、ブレーキ、空調装置

等の機器 （図示せず）からの情報等が 1 系基幹伝送路 4 0 _ 1 と 2 系基幹伝

送路 4 0 — 2 とに出力されることによって冗長性が増 し、より高い信頼性が

得 られる。

[001 7] 列車情報管理装置は、列車運行情報、列車位置情報、カ行指令、ブレーキ

指令、 ドア開閉指令等の、列車全体の制御にかかわる列車制御情報や、機器

の動作状態情報等の各種の列車情報を管理する。 1 系中央装置 1 1 一 1 、 2

系中央装置 1 1 — 2 、端末装置 1 6 — 1 、および端末装置 1 6 — 2 は、相互

に連携 して動作 し、それぞれに接続された機器の情報を収集 し、この情報を

、 系基幹伝送路 4 0 _ 1 および 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 を介 して共有する

[001 8] 次に、 1 系伝送制御部 1 2 _ 1 および 2 系伝送制御部 1 2 _ 2 を説明する



[001 9] 図 2 は、図 1 に示される 1 系伝送制御部 1 2 _ および 2 系伝送制御部 1

2 _ 2 の構成を示す図である。 1 系伝送制御部 1 2 _ 1 および 2 系伝送制御

部 1 2 _ 2 は、主たる構成として、各々列車制御情報生成部 5 およびパケ

ッ卜生成部 5 2 を有 して構成されている。

[0020] 系伝送制御部 1 2 — 1 内の列車制御情報生成部 （第 1 の列車制御情報生

成部） 5 1 は、前述 した制御入力情報に基づいて、各機器および各端末装置

6 - 1 6 - に対する制御指令信号である第 1 の列車制御情報を生成

する。

[0021 ] 系伝送制御部 1 2 _ 内のバケツ卜生成部 （第 1 のバケツ卜生成部） 5

は、例えば 1 つ目の第 1 の列車制御情報が生成されたとき、この第 1 の列

車制御情報にシーケンス番号を付与 した第 1 のバケツ卜A を生成する。こ

のシーケンス番号は、第 1 列車制御情報をユニークに識別するためのサイク

リックな番号である。そして、この第 1 のパケットA 1 は、例えば 1 系基幹

伝送路 4 0 _ に送出される。

[0022] また、 1 系伝送制御部 1 2 _ 1 内のパケット生成部 5 2 は、 2 つ目の第 1

の列車制御情報が生成されたとき、この第 1 の列車制御情報に、前回のシ一

ケンス番号に 1 を加算 した番号を付与 して、第 1 のバケツ卜A 2 を生成する

。この第 1 のパケットA 2 は、第 1 のパケットA 1 が送出された基幹伝送路

とは反対側 （例えば 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 ) に送出される。このように、

系伝送制御部 1 2 _ 1 内のバケツ卜生成部 5 2 は、第 1 の列車制御情報が

生成される毎にシーケンス番号を 1 ずつインクリメン卜すると共に、このシ

—ケンス番号を第 1 の列車制御情報に付与 したバケツ卜を第 1 のバケツ卜A

1 、 A 2 として生成 して、 1 系基幹伝送路 4 0 _ 1 または 2 系基幹伝送路 4

0 _ 2 へ送信する。

[0023] 以後、 1 系伝送制御部 1 2 _ 1 内のバケツ卜生成部 5 2 では、第 1 の列車

制御情報が生成される毎に、前回のシーケンス番号に 1 を加算 した番号が付

与された第 1 のパケットA 1 、 A 2 が生成され、生成された第 1 のパケット

A 1 、 A 2 は、前回第 1 のパケットA 1 、 A 2 が送出された基幹伝送路とは



反対側の基幹伝送路に送出される。なお、第 1 のパケットA 1 が送出されて

から第 1 のバケツ卜A 2 が送出されるまでの周期と、第 1 のバケツ卜A 2 が

送出されてから第 1 のバケツ卜A が送出されるまでの周期とは、所定の周

期 T である。

[0024] 次に、 2 系伝送制御部 1 2 —2 内の列車制御情報生成部 （第 2 の列車制御

情報生成部） 5 1 は、第 1 のバケツ卜A が送出された時点から周期 T の

1 / 2 の時間が経過 したときを起点として、制御入力情報に基づいて第 1 の

列車制御情報と同 じ情報である第 2 の列車制御情報を生成する。

[0025] 2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内のバケツ卜生成部 （第 2 のバケツ卜生成部） 5

2 は、例えば 1 つ目の第 2 の列車制御情報が生成されたとき、この第 2 の列

車制御情報にシーケンス番号を付与 した第 2 のバケツ卜B 2 を生成する。こ

の第 2 のバケツ卜B 2 は、例えば 2 系基幹伝送路 4 0 —2 に送出される。

[0026] また、 2 系伝送制御部 1 2 —2 内のパケット生成部 5 2 は、 2 つ目の第 2

の列車制御情報が生成されたとき、この第 2 の列車制御情報に、前回のシ一

ケンス番号に 1 を加算 した番号を付与 して、第 2 のバケツ卜B を生成する

。この第 2 のパケットB 1 は、第 2 のパケットB 2 が送出された基幹伝送路

とは反対側の基幹伝送路 （例えば 1系基幹伝送路 4 0 — 1 ) に送出される。

このように、 2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内のパケット生成部 5 2 は、第 2 の列

車制御情報が生成される毎にシーケンス番号を 1 ずつインクリメン 卜すると

共に、このシーケンス番号を第 2 の列車制御情報に付与 したバケツ卜を第 2

のパケットB 1、 B 2 として生成 して、 1系基幹伝送路 4 0 _ 1 または 2 系

基幹伝送路 4 0 —2 へ送信する。

[0027] 以後、 2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内のパケット生成部 5 2 では、第 2 の列車

制御情報が生成される毎に、前回のシーケンス番号に 1 を加算 した番号が付

与された第 2 のパケットB 1、 B 2 が生成され、この第 2 のパケットB 1、

B 2 は、前回第 2 のパケットB 1、 B 2 が送出された基幹伝送路とは反対側

の基幹伝送路に送出される。なお、第 2 のパケットB 2 が送出されてから第

2 のバケツ卜B が送出されるまでの周期と、第 2 のバケツ卜B が送出さ



れてか ら第 2 のバケ ツ 卜B 2 が送出されるまでの周期 とは、所定の周期 T 2

である。

[0028] 以下、実施の形態 1 の列車情報管理装置の全体動作を説明する。

[0029] 制御入力情報 （例えばマスタ一コン トローラのノッチ情報）は、 1 系中央

装置 1 1 _ 1 および 2 系中央装置 1 1 _ 2 に送信 される。 1 系伝送制御部 1

2 - はこの制御入力情報 に基づいて第 1 の列車制御情報 を生成 し、 2 系伝

送制御部 1 2 _ 2 でも同様 に、 この制御入力情報 に基づいて第 2 の列車制御

情報が生成 される。 この第 1 の列車制御情報および第 2 の列車制御情報は、

例えば、 ブレーキ制御装置へのブレーキ力の配分、および V V V F インバ一

夕へのカ行 トル クの配分などの関する情報である。第 1 の列車制御情報およ

び第 2 の列車制御情報 にはそれぞれシーケンス番号が付与され、シーケンス

番号が付与されたバケ ツ 卜は、 1 系基幹伝送路 4 0 _ および 2 系基幹伝送

路 4 0 _ 2 を介 して、端末装置 1 6 _ および端末装置 1 6 _ 2 へ送信 され

る。 これ らのパケ ッ トは、伝送路 4 0 _ 1 および伝送路 4 0 — 2 を介 して機

器 （図示せず）へ送信 される。

[0030] パケ ッ トを受信 した端末装置 1 6 _ 1、 1 6 — 2 は、パケ ッ ト内の列車制

御情報 を各機器 （図示せず）へ、例えば送信する。 また、端末装置 1 6 _ 1

、 1 6 — 2 は、各機器 （図示せず）か ら出力された動作状態情報データを収

集 し、 これ らのデータを定期的に 1 系中央装置 1 1 _ 1 および 2 系中央装置

1 _ 2 等に対 して送信する。

[0031 ] 次 に、 1 系中央装置 1 1 _ 1 および 2 系中央装置 1 1 _ 2 か ら出力される

列車制御情報 を具体的に説明する。

[0032] 図 3 は、中央装置か ら基幹伝送路 に送出されるパケ ッ トを模式的に示す図

である。図 3 には、図 1 に示される 1 系中央装置 1 1 ― 1 と 2 系中央装置 1

_ 2 とが示されると共に、 1 系中央装置 1 1 ― 1 か らの第 1 のバケ ツ 卜A

1、 A 2 が伝送される経路 と、 2 系中央装置 1 1 _ 2 か らの第 2 のパケ ッ ト

B 1、 B 2 が伝送される経路 とが示されている。 これ らの経路は、例えば、

ハ プ 2 3 _ 1 、ハ プ 2 3 _ 2 、 1 系基幹伝送路 4 0 _ 1、 2 系基幹伝送路 4



0 —2 、ハプ2 3 — 1、およびハプ2 3 _ 2 で構成されている。

[0033] 1 系基幹伝送路 4 0 _ 1 には、 1系中央装置 1 1 _ 1 からの第 1 のバケツ

卜A 1 が送出されると共に、 2 系中央装置 1 1 _ 2 からの第 2 のパケットB

1 が送出される。 2 系基幹伝送路 4 0 —2 には、 1系中央装置 1 1 — 1 から

の第 1 のパケットA 2 が送出されると共に、 2 系中央装置 1 1 —2 からの第

2 のバケツ卜B 2 が送出される。

[0034] 図 4 は、本発明の実施の形態 1 にかかる列車情報管理装置の動作を説明す

るための図である。

[0035] 図 4 ( A ) には、実施の形態 1 にかかる列車情報管理装置によって生成さ

れた第 1 のパケットA 1、 A 2 と、第 2 のパケットB 1、 B 2 とが示されて

いる。例えば、図4 ( A ) の上側には、 1系基幹伝送路 4 0 _ 1 に伝送され

る第 1 のパケットA 1 および第 2 のパケットB 1 が示され、図4 ( A ) の下

側には、 2 系基幹伝送路 4 0 —2 に伝送される第 2 のバケツ卜B 2 および第

のバケツ卜A 2 が示されている。

[0036] 系中央装置 1 1 ― 1 では、所定時刻に生成された第 1 の列車制御情報 「

1」にシーケンス番号 「1」が付与された第 1 のバケツ卜A 1 _ 1 が生成さ

れ、この第 1 のバケツ卜A 1 _ 1 は、例えば 1系基幹伝送路 4 0 - に送出

される。

[0037] 次に、 2 系中央装置 1 1 —2 では、第 1 のパケットA 1 _ 1 が送出された

時点から周期 T に 1 / 2 を乗 じた時間が経過 したときに、第 2 の列車制御

情報 「2 」が生成され、かつ、この第 2 の列車制御情報 「2 」に、第 1 のパ

ケッ卜A 1 _ 1 のシーケンス番号と同 じシーケンス番号 「1」を付与 した第

2 のパケットB 2 _ 1 が生成される。この第 2 の列車制御情報 「2 」は、第

1 のパケットA 1 _ 1 の第 1 の列車制御情報と同 じ内容である。そして、こ

の第 2 のバケツ卜B 2 _ 1 は、第 1 のバケツ卜A 1 _ 1 が送出された基幹伝

送路とは反対側の基幹伝送路 （2 系基幹伝送路 4 0 —2 ) に送出される。

[0038] 次に、 1系中央装置 1 1 ― 1 では、第 1 のバケツ卜A 1 _ 1 が生成された

時点から周期 T 1経過後に、第 1 の列車制御情報 「2 」が生成され、かつ、



この第 1 の列車制御情報 「2 」に、第 1 のパケ ッ トA 1 _ 1 のシーケンス番

号 「1 」に 1 を加算 したシーケンス番号 「2 」を付与 した第 1 のバケ ツ 卜A

2 _ 2 が生成 される。 この第 1 の列車制御情報 「2 」は、制御入力情報 に基

づいて新たに生成 されたものである。そ して、 この第 1 のパケ ッ トA 2 _ 2

は、周期 T 前 に第 1 のバケ ツ 卜A 1 _ 1 が送出された基幹伝送路 とは反対

側の基幹伝送路 （2 系基幹伝送路 4 0 — 2 ) に送出される。

[0039] 次 に、 2 系中央装置 1 1 — 2 では、第 2 のパケ ッ トB 2 _ 1 が生成 された

時点か ら周期 T 2 経過後 に、第 2 の列車制御情報 「1 」が生成 され、かつ、

この第 2 の列車制御情報 「1 」に、第 2 のパケ ッ トB 2 _ 1 のシーケンス番

号に 1 を加算 したシーケンス番号 「2 」を付与 した第 2 のバケ ツ 卜B 1 _ 2

が生成 される。 この第 2 の列車制御情報 「1 」は、第 1 のパケ ッ トA 2 — 2

の第 1 の列車制御情報 と同 じ内容である。そ して、 この第 2 のパケ ッ トB 1

_ 2 は、周期 T 2 前 に送出された第 2 のバケ ツ 卜B 2 — 1 の基幹伝送路 とは

反対側の基幹伝送路 （例えば 1 系基幹伝送路 4 0 — 1 ) に送出される。

[0040] 以下同様 に、 1 系中央装置 1 1 ― 1 および 2 系中央装置 1 1 _ 2 では、第

のバケ ツ 卜 （A 1 _ 3 ~ A 1 _ 1 3 ) および第 2 のバケ ツ 卜 （B 2 _ 3 ~

B - ) が生成 され、 これ らのパケ ッ トが 1 系基幹伝送路 4 0 _ 1 およ

び 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 に送出される。

[0041 ] 端末装置 1 6 — 1 では、点線の枠で囲まれたパケ ッ トが受信 され、そのパ

ケ ッ 卜内の列車制御情報が各機器 （図示せず）へ伝送される。 より具体的に

は、端末装置 1 6 — 1 は、伝送された各バケ ツ 卜を受信 した際に同 じシ一ケ

ンス番号が付されている場合、最初に受信 したバケ ツ 卜を採用するといぅ処

理 を行 う。例えば、端末装置 1 6 _ 1 が同 じシーケンス番号が付された第 1

のバケ ツ 卜A 2 _ 2 および第 2 のバケ ツ 卜B _ 2 を受信 した場合、最初に

到達 した第 1 のバケ ツ 卜A 2 — 2 が採用され、 2 番 目に到達 した第 2 のパケ

ッ 卜B 1 _ 2 は破棄 される。

[0042] 図 4 ( B ) には、特許文献 1 に代表 される従来の手法で 1 系基幹伝送路お

よび 2 系基幹伝送路 に伝送された第 1 のバケ ツ 卜A 1 _ 1 ~ A 1 _ 1 3 が示



されている。図4 ( B ) の上側には、 1系基幹伝送路 4 0 _ 1 に伝送される

第 1 のバケツ卜A 1 _ 1 ~ A 1 _ 1 3 が示され、図4 ( B ) の下側には、 2

系基幹伝送路 4 0 —2 に伝送される第 1 のバケツ卜A 2 _ 1 ~ A 2 _ 1 3 が

示されている。従来の手法では、親局である 1系中央装置 1 1 ― 1 が常用さ

れ、 2 系中央装置 1 1 _ 2 が予備として扱われている。従って、 1系中央装

置 1 1 _ 1 が故障 していない場合、 1系基幹伝送路 4 0 _ 1 および 2 系基幹

伝送路 4 0 —2 には、 1系中央装置 1 1 _ 1 で生成された第 1 のパケットA

1、 A 2 のみ伝送される。そして、 1系基幹伝送路 4 0 _ 1 および 2 系基幹

伝送路 4 0 - が正常な場合、受信装置側では、 1系基幹伝送路 4 0 _ 1 を

経由して伝送された第 1 のパケットA 1、 A 2 のうち、第 1 のパケットA 1

のみ採用される。

[0043] 図 5 は、 1系中央装置に異常が生 じたときに伝送されるパケットを説明す

るための図である。

[0044] 図 5 ( A ) には、実施の形態 1 にかかる列車情報管理装置から 1系基幹伝

送路 4 0 _ および 2 系基幹伝送路 4 0 —2 に送出された第 1 のバケツ卜A

1、 A 2 および第 2 のパケットB 1、 B 2 が示されている。ただ し、図 5 (

A ) には、例えば第 2 のバケツ卜B _ 2 が送出された直後 （時刻 t ) に

1 系中央装置 1 1 _ 1 に何 らかの異常が発生 したことによって、 1系基幹伝

送路 4 0 _ および 2 系基幹伝送路 4 0 —2 に第 1 のバケツ卜A 、 A 2 が

送出されない状態が示されている。

[0045] このような異常が生 じた場合、第 2 のパケットB 1 _ 2 以降の第 1 のパケ

ッ卜 （A 1 _ 3 、 A 2 —4 など）は伝送されないが、第 2 のパケット （B 2

_ 3 、 B 1 —4 など）は継続 して伝送されている。

[0046] この場合、端末装置 1 6 _ では、点線の枠で囲まれたバケツ卜が受信さ

れ、そのパケット内の列車制御情報が各機器 （図示せず）へ伝送される。図

5 ( A ) の例では、第 1 のパケットA 2 _ 2 の後の第 2 のパケット （B 2 —

3 、 B 1 _ 4 、 B 2 — 5 など）が採用される。なお、第 2 のパケットB 2 —

3 は、第 1 のバケツ卜A 2 _ 2 が送出された時点から周期 T 1 に 3 2 を乗



じた時間が経過したときに送出されているが、端末装置 1 6 — 1ではこのよ

うな周期T を超える時間で到達したバケツ卜も採用される。

[0047] —方、図 5 ( B ) には、上述した従来の手法で伝送された第 1のパケット

A 1、 A 2 が示されている。図 5 ( B ) に示される例では、第 1のパケット

A _ 2 および第 1のバケツ卜A 2 —2 が送出された直後に 1系中央装置 1

1 - に異常が生じたことによって、 1系基幹伝送路4 0 _ および 2 系基

幹伝送路4 0 —2 に第 1のバケツ卜A _ 3 および第 1のバケツ卜A 2 —3

以降のバケツ卜が送出されない状態が示されている。従来の手法によれば、

2 系中央装置 1 1 _ 2 が 1系中央装置 1 1 _ 1からのデータを受信できなく

なった時 （時刻で1 ) から一定時間が経過してタイムアウトとなった時 （時

亥 t 2 ) に、2 系中央装置 1 1 —2 からのパケット （図 5 ( B ) の例では、

第 2 のパケッ卜B 1 _ 3 および第 2 のパケッ卜B 2 _ 3 など）の伝送が開始

される。すなわち、データ送信の主体が、 1系中央装置 1 1 _ 1から2 系中

央装置 1 1 _ 2 へ切り替えられるまでの間にタイムラグが生じることとなる

。このようなタイムラグが生じた場合、車両搭載機器への列車制御情報の伝

達が遅延することとなるため、列車の運用に大きな影響を与える可能性があ

る。

[0048] このようなタイムラグを短縮する方法としては、 1系中央装置 1 1 — 1 と

2 系中央装置 1 1 _ 2 が相互に健全性を監視して、 1系中央装置 1 1 _ 1の

故障が検知されたときに十分短い間隔で2 系中央装置 1 1 _ 2 に切り替える

、という手法も考えられる。ただし、この方法では、健全性を相互に監視す

るための伝送路を新たに追加する必要が生じると共に、既存伝送路を使って

監視する場合には既存伝送路のトラフィックの増大化を招くこととなる。

[0049] 実施の形態 1 にかかる列車情報管理装置は、二重化された基幹伝送路へ、

シーケンス番号を付与したバケツ卜を交互に送出するようにしたので、上述

したようなタイムラグが生じることがなく、かつ、相互に健全性を監視する

ための伝送路等も不要でありトラフィックの増大化を招くこともない。

[0050] 図6 は、 1系基幹伝送路に異常が生じたときに伝送されるパケットを説明



するための図である。

[0051 ] 図 6 には、実施の形態 1 にかかる列車情報管理装置か ら 1 系基幹伝送路 4

0 - および 2 系基幹伝送路 4 0 — 2 に送出された第 1 のバケ ツ 卜A 1、 A

2 および第 2 のパケ ッ トB 1、 B 2 が示されると共に、例えば第 1 のバケ ツ

卜A 1 _ 3 が送出された直後 （時刻 t 1 ) に 1 系基幹伝送路 4 0 - に異常

が生 じたことによって、例えば、第 2 のパケ ッ トB 1 —4 、第 1 のパケ ッ ト

A 1 _ 5 な どが伝送できな くなつた状態が示されている。

[0052] このような異常が生 じた場合、時刻 t 以降では、 1 系基幹伝送路 4 0 -

に伝送されるべ きバケ ツ 卜 （第 2 のバケ ツ 卜B 1 _ 4 な ど）は伝送されな

いが、 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 には継続 して伝送可能である。

[0053] この場合、端末装置 1 6 _ では、点線の枠で囲まれたバケ ツ 卜が受信 さ

れ、そのパケ ッ ト内の列車制御情報が各機器 （図示せず）へ伝送される。図

6 の例では、第 1 のパケ ッ トA 2 _ 4 の後 に、第 2 のパケ ッ トB 2 — 5 、第

1 のパケ ッ トA 2 — 6 、第 2 のパケ ッ トB 2 — 7 、第 1 のパケ ッ トA 2 — 8

が採用される。そ して、時刻 t において 1 系基幹伝送路 4 0 - が復旧 し

た場合、端末装置 1 6 — 1 では、第 1 のバケ ツ 卜A 1 _ 9 、 A 2 _ 1 0 な ど

が採用される。なお、復旧後 に伝送された第 2 のパケ ッ トB 2 — 9 には、第

のバケ ツ 卜A _ 9 のシーケンス番号 と同 じ番号が付与されているため、

第 2 のパケ ッ トB 2 _ 9 は破棄 される。 また、第 2 のパケ ッ トB 2 — 5 は、

第 1 のバケ ツ 卜A 2 _ 4 が送出された時点か ら周期 T に 3 / 2 を乗 じた時

間が経過 したときに生成 されているが、端末装置 1 6 _ 1 ではこのような周

期 T を超える時間で到達 したバケ ツ 卜も採用される。

[0054] なお、 1 系中央装置 1 1 _ 1 および 2 系中央装置 1 1 _ 2 に入力される制

御入力情報は、マスタ一コン トローラか らのノッチ情報以外にも、例えば、

ブレーキ制御装置の電磁弁の動作制御情報や、列車が運行する路線 に関する

情報などであってもよい。

[0055] 以上に説明 したように、実施の形態 1 にかかる列車情報管理装置は、列車

の編成 を構成する複数台の車両にわたって配設された 1 系基幹伝送路 4 0 _



と、列車の編成 を構成する複数台の車両 にわた って配設 され 1 系基幹伝送

路 4 0 _ 1 の冗長系を成す 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 とに接続 され、 ノッチ情

報 を含む制御入力情報 に基づいて車両 に搭載 された機器 に対する制御指令信

号 と しての第 1 の列車制御情報 を生成する第 1 の列車制御情報生成部 （1 系

伝送制御部 1 2 — 1 内の列車制御情報生成部 5 1 ) と、第 1 の列車制御情報

が生成 される毎 に、 シ ー ケ ンス番号 を第 1 の列車制御情報 に付与 した第 1 の

パケ ッ トA 1 、 A 2 を生成 し、所定周期 T 1 毎 に、第 1 のパケ ッ トA 1 、 A

を 1 系基幹伝送路 4 0 _ 1 と 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 とに交互 に送出する

第 1 のバケ ツ 卜生成部 （1 系伝送制御部 1 2 _ 1 内のバケ ツ 卜生成部 5 2 )

と、 を備 えた 1 系中央装置 1 1 _ 1 と、 1 系基幹伝送路 4 0 _ 1 と 2 系基幹

伝送路 4 0 - 2 とに接続 され、第 1 の列車制御情報が送出された時点か ら所

定周期 T に 1 / 2 を乗 じた時間が経過 した ときを起点 と して、制御入力情

報 に基づいて第 1 の列車制御情報 と同 じ列車制御情報である第 2 の列車制御

情報 を生成する第 2 の列車制御情報生成部 （2 系伝送制御部 1 2 — 2 内の列

車制御情報生成部 5 1 ) と、第 2 の列車制御情報が生成 される毎 に、 シーケ

ンス番号 を第 2 の列車制御情報 に付与 した第 2 のバケ ツ 卜B 1 、 B 2 を生成

し、所定周期 丁 2 毎 に、第 2 のパケ ッ トB 1 、 B 2 を第 1 のパケ ッ トA 1 、

A 2 が送出された基幹伝送路 （例 えば 1 系基幹伝送路 4 0 _ 1 ) とは反対側

の基幹伝送路 （例 えば 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 ) に送 出する第 2 のパケ ッ ト

生成部 （2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内のパケ ッ ト生成部 5 2 ) と、 を備 えた 2

系中央装置 1 1 — 2 と、 を備 えるように したので、従来技術のように、デ一

タ送信の主体 を 1 系中央装置か ら 2 系中央装置へ切 り替える際のタイムラグ

が生 じることがな く、 また、 1 系中央装置 と 2 系中央装置が相互 に健全性 を

監視するための伝送路な どが不要である。 その結果、伝送路の 卜ラフィック

の増大化 を招 くことな く機器へのデータ伝送が可能である。

実施の形態 2 .

実施 の形態 1 にかかる列車情報管理装置は、周期 T 毎 にシ ー ケ ンス番号

がインク リメン トされるように構成 されていたが、実施の形態 2 にかかる列



車情報管理装置は、機器の制御頻度を高める必要がある制御入力情報 （例え

ば、マスタ一コントローラからのノッチ情報や、ブレーキ制御装置の電磁弁

の動作制御情報など）が入力されたとき、周期 T の 1 / 2 の時間毎にシ一

ケンス番号をインクリメン卜するように構成されている。実施の形態 2 にか

かる列車情報管理装置は、図 1 および図 2 に示される構成要素と同一の構成

を有 しており、以下、実施の形態 1 にかかる列車情報管理装置と同一部分に

は同一符号を付 してその説明を省略し、ここでは異なる部分についてのみ述

ベる。

[0057] まず、図 2 を用いて実施の形態 2 にかかる列車制御情報生成部 5 および

バケツ卜生成部 5 2 に関して説明する。

[0058] 系中央装置 1 1 _ 1 内の列車制御情報生成部 5 は、制御入力情報に基

づいて第 1 の列車制御情報を生成する。

[0059] 系伝送制御部 1 2 _ 内のバケツ卜生成部 5 2 は、例えば 1 つ目の第 1

の列車制御情報が生成されたとき、この第 1 の列車制御情報にシーケンス番

号を付与 した第 1 のバケツ卜A を生成する。この第 1 のバケツ卜A 1 は、

例えば 1 系基幹伝送路 4 0 - に送出される。

[0060] また、 1 系伝送制御部 1 2 _ 1 内のパケット生成部 5 2 は、 2 つ目の第 1

の列車制御情報が生成されたとき、この第 1 の列車制御情報に、前回のシ一

ケンス番号に 2 を加算 した番号を付与 して、第 1 のバケツ卜A 2 を生成する

。この第 1 のパケットA 2 は、第 1 のパケットA 1 が送出された基幹伝送路

とは反対側 （例えば 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 ) に送出される。

[0061 ] 以後、 1 系伝送制御部 1 2 _ 1 内のバケツ卜生成部 5 2 では、第 1 の列車

制御情報が生成される毎に、前回のシーケンス番号に 2 を加算 した番号が付

与された第 1 のパケットA 1 、 A 2 が生成され、この第 1 のパケットA 1 、

A 2 は、前回第 1 のパケットA 1 、 A 2 が送出された基幹伝送路とは反対側

の基幹伝送路に送出される。

[0062] 次に、 2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内の列車制御情報生成部 5 1 は、第 1 のパ

ケッ卜A が送出された時点から周期 T の 1 / 2 の時間が経過 したときを



起点として、制御入力情報に基づいて第 1 の列車制御情報と異なる情報であ

る第 2 の列車制御情報を生成する。

[0063] 2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内のバケツ卜生成部 5 2 は、例えば 1 つ目の第 2

の列車制御情報が生成されたとき、この第 2 の列車制御情報にシーケンス番

号を付与 した第 2 のバケツ卜B 2 を生成する。この第 2 のバケツ卜B 2 は、

例えば 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 に送出される。

[0064] また、 2 系伝送制御部 1 2 —2 内のパケット生成部 5 2 は、 2 つ目の第 2

の列車制御情報が生成されたとき、この第 2 の列車制御情報に、前回のシ一

ケンス番号に2 を加算 した番号を付与 して、第 2 のバケツ卜B を生成する

。この第 2 のパケットB 1 は、第 2 のパケットB 2 が送出された基幹伝送路

とは反対側の基幹伝送路 （例えば 1系基幹伝送路 4 0 — 1 ) に送出される。

[0065] 以後、 2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内のパケット生成部 5 2 では、第 2 の列車

制御情報が生成される毎に、前回のシーケンス番号に2 を加算 した番号が付

与された第 2 のパケットB 1、 B 2 が生成され、この第 2 のパケットB 1、

B 2 は、前回第 2 のパケットB 1、 B 2 が送出された基幹伝送路とは反対側

の基幹伝送路に送出される。

[0066] 以下、実施の形態 2 の列車情報管理装置の動作を説明する。

[0067] 図 7 は、本発明の実施の形態 2 にかかる列車情報管理装置の動作を説明す

るための図である。図 7 には、中央装置および基幹伝送路が正常なときに伝

送されるパケットが示されている。図 7 の上側には、 1系基幹伝送路 4 0 —

に伝送される第 1 のバケツ卜A および第 2 のバケツ卜B が示され、図

7 の下側には、 2 系基幹伝送路 4 0 —2 に伝送される第 2 のバケツ卜B 2 お

よび第 1 のバケツ卜A 2 が示されている。

[0068] 系中央装置 1 1 ― 1 では、所定時刻に生成された第 1 の列車制御情報 「

1」にシーケンス番号 「1」が付与された第 1 のバケツ卜A 1 _ 1 が生成さ

れ、この第 1 のバケツ卜A 1 _ 1 は、例えば 1系基幹伝送路 4 0 - に送出

される。

[0069] 次に、 2 系中央装置 1 1 —2 では、第 1 のパケットA 1 _ 1 が送出された



時点か ら周期 T に 1 / 2 を乗 じた時間が経過 したときに、第 2 の列車制御

情報 「2 」が生成 され、かつ、 この第 2 の列車制御情報 「2 」に、第 1 のパ

ケ ッ 卜A 1 _ 1 のシーケンス番号に 1 を加算 したシーケンス番号 「2 」を付

与 した第 2 のパケ ッ トB 2 — 2 が生成 される。 この第 2 の列車制御情報 「2

」は、第 1 のバケ ツ 卜A 1 _ 1 の第 1 の列車制御情報 と異なる内容である。

そ して、 この第 2 のパケ ッ トB 2 _ 2 は、第 1 のパケ ッ トA 1 _ 1 が送出さ

れた基幹伝送路 とは反対側の基幹伝送路 （2 系基幹伝送路 4 0 — 2 ) に送出

される。

[0070] 次 に、 1 系中央装置 1 1 ― 1 では、第 1 のバケ ツ 卜A 1 _ 1 が生成 された

時点か ら周期 T 1 経過後 に、第 1 の列車制御情報 「2 」が生成 され、かつ、

この第 1 の列車制御情報 「2 」に、第 1 のパケ ッ トA 1 _ 1 のシーケンス番

号 「1 」に 2 を加算 したシーケンス番号 「3 」を付与 した第 1 のバケ ツ 卜A

2 _ 3 が生成 される。 この第 1 の列車制御情報 「2 」は、制御入力情報 に基

づいて新たに生成 されたものである。そ して、 この第 1 のパケ ッ トA 2 — 3

は、周期 T 前 に第 1 のバケ ツ 卜A 1 _ 1 が送出された基幹伝送路 とは反対

側の基幹伝送路 （2 系基幹伝送路 4 0 — 2 ) に送出される。

[0071 ] 次 に、 2 系中央装置 1 1 — 2 では、第 2 のパケ ッ トB 2 _ 2 が生成 された

時点か ら周期 T 2 経過後 に、第 2 の列車制御情報 「1 」が生成 され、かつ、

この第 2 の列車制御情報 「1 」に、第 2 のパケ ッ トB 2 _ 2 のシーケンス番

号に 2 を加算 したシーケンス番号 「4 」を付与 した第 2 のパケ ッ トB 1 _ 4

が生成 される。 この第 2 の列車制御情報 「1 」は、第 1 のパケ ッ トA 2 — 3

の第 1 の列車制御情報 と異なる内容である。そ して、 この第 2 のパケ ッ トB

1 _ 4 は、周期 T 2 前 に送出された第 2 のバケ ツ 卜B 2 — 2 の基幹伝送路 と

は反対側の基幹伝送路 （例えば 1 系基幹伝送路 4 0 — 1 ) に送出される。

[0072] 以下同様 に、 1 系中央装置 1 1 ― 1 および 2 系中央装置 1 1 _ 2 では、第

のバケ ツ 卜 （A 1 _ 5 ~ A 1 _ 2 5 ) および第 2 のバケ ツ 卜 （B 2 _ 6 ~

B - 2 4 ) が生成 され、 これ らのパケ ッ トが 1 系基幹伝送路 4 0 _ 1 およ

び 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 に送出される。



[0073] 端末装置 1 6 _ では、点線の枠で囲まれた第 1 のバケツ卜および第 2 の

パケットが受信されて、そのパケット内の列車制御情報が各機器 （図示せず

) へ伝送される。

[0074] 図 8 は、実施の形態 2 にかかる 1系中央装置に異常が生 じたときに伝送さ

れるパケットを説明するための図である。図 8 には、実施の形態 2 にかかる

列車情報管理装置から 1系基幹伝送路 4 0 - および 2 系基幹伝送路 4 0 -

2 に送出された第 1 のパケットA 1、 A 2 および第 2 のパケットB 1、 B 2

が示されると共に、例えば第 2 のバケツ卜B _ 4 が送出された直後 （時刻

t 1 ) に 1 系中央装置 1 1 _ 1 に何 らかの異常が発生 したことによって、 1

系基幹伝送路 4 0 _ および 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 に第 1 のバケツ卜A

、 A 2 が送出されない状態が示されている。

[0075] このような異常が生 じた場合、時刻 で の以降の第 1 のバケツ卜 （A 1 _

5 、 A 2 — 7 など）は伝送されないが、第 2 のパケット （B 2 _ 6 、 B -

8 など）は継続 して伝送されている。

[0076] この場合、端末装置 1 6 _ では、点線の枠で囲まれたバケツ卜が受信さ

れ、そのパケット内の列車制御情報が各機器 1 8 、 1 9 、 2 0 へ伝送される

。図 8 の例では、第 1 のパケットA 1 _ 5 の後の第 2 のパケット （B 2 —6

、 B 1 —8 など）が採用される。なお、第 2 のパケットB 2 _ 6 は、第 1 の

バケツ卜A 2 — 3 が送出された時点から周期 T に3 / 2 を乗 じた時間が経

過 したときに送出されているが、端末装置 1 6 _ 1 ではこのような周期 T 1

を超える時間で到達 したバケツ卜も採用される。

[0077] 図 9 は、実施の形態 2 にかかる 1系基幹伝送路に異常が生 じたときに伝送

されるパケットを説明するための図である。図 9 には、実施の形態 2 にかか

る列車情報管理装置から 1系基幹伝送路 4 0 - および 2 系基幹伝送路 4 0

_ 2 に送出された第 1 のパケットA 1、 A 2 および第 2 のパケットB 1、 B

2 が示されると共に、例えば第 1 のパケットA 2 — 7 が送出された直後 （時

刻 t 1 ) に 1 系基幹伝送路 4 0 _ に異常が発生 したことによって、例えば

第 2 のバケツ卜B 1 _ 8 、第 1 のバケツ卜A _ 9 などが伝送できなくなつ



た状態が示されている。

[0078] このような異常が生 じた場合、時刻 t 以降では、 1 系基幹伝送路 4 0 -

に伝送されるべ きバケ ツ 卜 （第 2 のバケ ツ 卜B 1 _ 8 な ど）が伝送されな

いが、 2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 には継続 して伝送可能である。

[0079] この場合、端末装置 1 6 _ では、点線の枠で囲まれたバケ ツ 卜が受信 さ

れ、 このパケ ッ ト内の列車制御情報が各機器 （図示せず）へ伝送される。図

9 の例では、第 2 のバケ ツ 卜B 2 _ 1 0 、第 1 のバケ ツ 卜A 2 _ 1 1 、第 2

のバケ ツ 卜B 2 _ 1 4 、第 1 のバケ ツ 卜A 2 _ 1 5 な どが採用される。そ し

て、時刻 t において 1 系基幹伝送路 4 0 - が復旧 した場合、端末装置 1

6 - では、第 1 のバケ ツ 卜A 1 _ 1 7 、第 2 のバケ ツ 卜B 2 _ 1 8 な どが

採用される。なお、第 2 のバケ ツ 卜B 2 _ 1 0 は、第 1 のバケ ツ 卜A 2 _ 7

が送出された時点か ら周期 T に 3 / 2 を乗 じた時間が経過 したときに生成

されたものだが、端末装置 1 6 _ ではこのような周期 T を超える時間で

到達 したバケ ツ 卜も採用される。

[0080] なお、実施の形態 2 では、制御入力情報の一例 と して、制御頻度 を高める

必要がある制御入力情報が入力された場合を説明 したが、実施の形態 2 にか

かる列車情報管理装置で用い られる制御入力情報は、制御頻度 を高める必要

がない情報であってもよい。

[0081 ] なお、図 7 の説明では、第 1 のバケ ツ 卜A 1 _ 1 が送出された時点か ら周

期 T 1 に 1 / 2 を乗 じた時間が経過 したときに生成 される第 2 の列車制御情

報 「2 」は、第 1 のバケ ツ 卜A 1 _ 1 の第 1 の列車制御情報 と異なる内容の

場合の例 を説明 したがこれに限定されるものではない。すなわち、第 1 のパ

ケ ッ 卜A 1 _ 1 が送出された時点か ら周期 T に 1 / 2 を乗 じた時間が経過

したときに生成 される第 2 の列車制御情報 「2 」は、第 1 のパケ ッ トA 1 —

1 の第 1 の列車制御情報 と同 じ内容であってもよい。同様 に、第 2 のバケ ツ

卜B 2 _ 2 が生成 された時点か ら周期 T 2 経過後 に生成 される第 2 の列車制

御情報 「1 」は、第 1 のバケ ツ 卜A 2 _ 3 の第 1 の列車制御情報 と同 じ内容

であってもよい。 このように構成 しても、上述同様の効果を奏する。



[0082] 以上に説明 したように、実施の形態 2 にかかる列車情報管理装置では、 1

系伝送制御部 1 2 _ 内のバケツ卜生成部 （第 1 のバケツ卜生成部） 5 2 が

、第 1 の列車制御情報が生成される毎にシーケンス番号を2 ずつインクリメ

ン 卜すると共に、このシーケンス番号を第 1 の列車制御情報に付与 したパケ

ッ卜を第 1 のパケットA 1、 A 2 として生成 し、所定周期 T 1毎に、第 1 の

パケットA 1、 A 2 を 1 系基幹伝送路 4 0 _ と2 系基幹伝送路 4 0 —2 と

に交互に送出し、 2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内のパケット生成部 （第 2 のパケ

ッ卜生成部） 5 2 が、第 2 の列車制御情報が生成される毎にシーケンス番号

を2 ずつインクリメン 卜すると共に、このシーケンス番号を第 2 の列車制御

情報に付与 したパケットを第 2 のパケットB 1、 B 2 として生成 し、所定周

期 T 2 毎に、第 2 のパケットB 1、 B 2 を第 1 のパケットA 1、 A 2 が送出

された基幹伝送路とは反対側の基幹伝送路に送出するようにしたので、周期

T 1 の 1 / 2 の時間毎にシーケンス番号がインクリメン 卜される。例えば、

制御入力情報が機器の制御頻度を高める必要がある情報 （例えば、マスター

コン トローラからのノッチ情報）である場合、実施の形態 2 にかかる列車情

報管理装置では、実施の形態 1 より短い周期で機器 （例えばV V V F ) を制

御することが可能である。このように、実施の形態 2 にかかる列車情報管理

装置は、実施の形態 1 と同様の効果に加えて、機器の動作精度を向上させる

ことが可能である。

[0083] このように、実施の形態 1、 2 にかかる 1系中央装置 1 1 _ 1 は、第 1 の

列車制御情報にシーケンス番号を付与 した第 1 のバケツ卜A 1、 A 2 を 1 系

基幹伝送路 4 0 _ 1 と2 系基幹伝送路 4 0 _ 2 とに交互に送出するように構

成され、実施の形態 1、 2 にかかる2 系中央装置 1 1 _ 2 は、第 2 の列車制

御情報にシーケンス番号を付与 した第 2 のパケットB 1、 B 2 を、第 1 のパ

ケッ卜A 1、 A 2 が送出された基幹伝送路とは反対側の基幹伝送路に送出す

るように構成されている。

[0084] このように構成された実施の形態 1、 2 にかかる 1系中央装置 1 1 _ 1 お

よび 2 系中央装置 1 1 —2 は、以下のように構成 してもよい。



[0085] 図 1 0 は、 1 系伝送制御部 1 2 _ 1 および 2 系伝送制御部 1 2 _ 2 の他の

構成列を示す図である。図 1 0 に示される 1系伝送制御部 1 2 _ 1 および 2

系伝送制御部 1 2 _ 2 は、図 2 に示される列車制御情報生成部 5 およびパ

ケッ卜生成部 5 2 と共に、バケツ卜生成方式選択部 5 3 を有 して構成されて

いる。以下、図 2 と異なる部分についてのみ述べる。

[0086] パケット生成方式選択部 5 3 は、 1系中央装置 1 1 _ 1 および 2 系中央装

置 1 1 _ 2 に入力される制御入力情報に基づいて、実施の形態 1 にかかる列

車情報管理装置のバケツ卜生成方式 （第 1 のバケツ卜生成方式）と、実施の

形態 2 にかかる列車情報管理装置のバケツ卜生成方式 （第 2 のバケツ卜生成

方式）との何れかを選択する。すなわち、パケット生成方式選択部 5 3 は、

系伝送制御部 1 2 — 1 内の列車制御情報生成部 5 と 1 系伝送制御部 1 2

_ 2 内の列車制御情報生成部 5 とに入力される制御入力情報が、機器の制

御頻度を高める必要がない第 1 の情報 （例えば、運転台からの空調温度の設

定情報など）である場合、第 1 の列車制御情報が生成される毎にシーケ ンス

番号を 1 ずつインク リメン トさせ、かつ、第 2 の列車制御情報が生成される

毎にシーケンス番号を 1 ずつインクリメン 卜させる第 1 のバケツ卜生成方式

を選択する。また、パケット生成方式選択部 5 3 は、 1系伝送制御部 1 2 _

1 内の列車制御情報生成部 5 と 1 系伝送制御部 1 2 —2 内の列車制御情報

生成部 5 とに入力される制御入力情報が、機器の制御頻度を高める必要が

ある第 2 の情報 （列車の走行制御に直接関わるような情報であって、例えば

、マスタ一コン トローラからのノッチ情報など）である場合、第 1 の列車制

御情報が生成される毎にシーケンス番号を2 ずつインクリメン 卜させ、かつ

、第 2 の列車制御情報が生成される毎にシーケンス番号を2 ずつインクリメ

ン 卜させる第 2 のバケツ卜生成方式を選択する。

[0087] 具体的に説明すると、パケット生成方式選択部 5 3 は、制御入力情報が第

の情報である第 2 の情報であるかを判断する。制御入力情報が第 2 の情報

の場合、パケット生成方式選択部 5 3 は、第 2 のパケット生成方式を選択す

る。すなわち、バケツ卜生成方式選択部 5 3 は、周期 T 1 の 1 / 2 の時間毎



にシーケンス番号がインクリメン 卜されるようにバケツ卜生成部 5 2 を制御

する。その結果、シーケンス番号は図 7 に示すようにインクリメン トされ、

これらのシーケンス番号が付与されたバケツ卜を受信 した機器 （例えばV V

V F ) は、周期 T 1 の 1 / 2 の時間毎に制御される。

[0088] 一方、制御入力情報が第 1 の情報の場合、バケツ卜生成方式選択部 5 3 は

、第 1 のパケット生成方式を選択する。すなわち、パケット生成方式選択部

5 3 は、周期 T の間隔毎にシーケンス番号がインクリメン 卜されるように

パケット生成部 5 2 を制御する。その結果、シーケンス番号は図4 ( A ) に

示すようにインクリメン 卜され、これらのシーケンス番号が付与されたパケ

ッ卜を受信 した機器 （例えば空調）は、周期 T 1毎に制御される。また、ノ

ィズの多いとき （カ行時など）や振動の多い場所 （カープなどを路線情報か

ら取得 して検出）を、切替の トリガ一としてもよい。

[0089] なお、制御入力情報が機器の制御頻度を高める必要がある情報は、マスタ

—コン トローラからのノッチ情報以外にも、例えば、列車が運行する路線に

関する路線情報に含まれる制限速度情報や、路線に配設された地上設備から

の制限速度情報であつてもよい。

[0090] このように、制御入力情報が機器の制御頻度を高める必要がない情報の場

合、実施の形態 1、 2 にかかる 1系中央装置 1 1 _ 1 は、新たに第 1 の列車

制御情報が生成される毎 （周期 T 1毎）にシーケンス番号を 1 ずつインクリ

メン 卜し、かつ、このシーケンス番号を第 1 の列車制御情報に付与 したパケ

ッ卜を第 1 のパケットA 1、 A 2 として送出するように構成され、 2 系中央

装置 1 1 _ 2 は、新たに第 2 の列車制御情報が生成される毎 （周期 T 2 毎）

にシーケンス番号を 1 ずつインクリメン トし、かつ、このシーケンス番号を

第 2 の列車制御情報に付与 したバケツ卜を第 2 のバケツ卜B 1、 B 2 として

送出するように構成されている。一方、制御入力情報が機器の制御頻度を高

める必要がある情報の場合、実施の形態 1、 2 にかかる 1系中央装置 1 1 _

1 は、新たに第 1 の列車制御情報が生成される毎 （周期 T 毎）にシ一ケン

ス番号を2 ずつインクリメン トし、かつ、このシーケンス番号を第 1 の列車



制御情報に付与 したバケツ卜を第 1 のバケツ卜A 1 、 A 2 として送出するよ

うに構成され、 2 系中央装置 1 1 _ 2 は、新たに第 2 の列車制御情報が生成

される毎 （周期 T 2 毎）にシーケンス番号を 2 ずつインクリメントし、かつ

、このシーケンス番号を第 2 の列車制御情報に付与 したバケツ卜を第 2 のパ

ケッ卜B 1 、 B 2 として送出するように構成されている。このように構成す

ることで、機器の制御頻度を高める必要がある制御入力情報が入力された場

合には、機器の動作精度を向上させることができ、機器の制御頻度を高める

必要がない情報が入力された場合には、基幹伝送路などの トラフィックの増

大化を抑制 しながら機器の制御が可能となる。

[0091 ] なお、実施の形態 1 、 2 の説明では、列車編成の先頭の車両に 1 系中央装

置 1 1 _ 1 および 2 系中央装置 1 1 _ 2 を搭載 した例を説明したが、 1 系中

央装置 1 1 _ 1 および 2 系中央装置 1 1 _ 2 の搭載場所はこれに限定される

ものではない。

[0092] また、実施の形態 1 、 2 にかかる列車情報管理装置は、車両間に渡る二重

化された伝送路 （例えば先頭車両から先頭車両以外の車両に渡る伝送路 7 0

_ 1 、 7 0 - 2 ) に接続され、かつ、二重化された車両内伝送路に接続され

ている。そのため、各機器からの情報等がこれらの伝送路に出力されること

によって冗長性が増 し、より高い信頼性が得られる。

[0093] なお、図 3 には、説明を簡単化するため、列車制御情報を受信する装置の

—例として端末装置 1 6 _ 1 を示 しているが、列車制御情報を受信する装置

は、端末装置 1 6 — 2 、機器 （図示せず）の何れでもよい。

[0094] なお、上記説明では、図 1 に示される 1 系中央装置 1 1 _ 1 を第 1 の情報

送信部と見立て、図 1 に示される 2 系中央装置 1 1 _ 2 を第 2 の情報送信部

と見立て、図 1 に示される端末装置 1 6 _ または端末装置 1 6 — 2 を受信

装置と見立てた上で、第 1 のバケツ卜A および第 2 のバケツ卜B 2 の送信

元を 1 系中央装置 1 1 ― 1 および 2 系中央装置 1 1 _ 2 とし、第 1 のバケツ

卜A および第 2 のバケツ卜B 2 の送信先を端末装置 1 6 _ または端末装

置 1 6 _ 2 とした例を説明したが、これに限定されるものではない。以下、



送信元と送信先の組み合わせを説明する。

[0095] 第 1の組み合わせを説明する。実施の形態 1、 2 にかかる列車情報管理装

置は、例えば、図 1 に示される端末装置 1 6 _ 1 を第 1の情報送信部と見立

て、図 1 に示される端末装置 1 6 —2 を第 2 の情報送信部と見立て、各機器

(図示せず）を受信装置と見立てた上で、送信元を端末装置 1 6 _ 1および

端末装置 1 6 _ 2 とし、送信先を各機器としてもよい。送信元を端末装置 1

6 - および端末装置 1 6 _ 2 とした場合、例えば、端末装置 1 6 _ 1は、

第 1の列車制御情報生成部 （1系伝送制御部 1 2 — 1内の列車制御情報生成

部 5 1 ) と、第 1のバケツ卜生成部 （1系伝送制御部 1 2 _ 内のバケツ卜

生成部 5 2 ) とを備え、端末装置 1 6 _ 2 は、第 2 の列車制御情報生成部 （

2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内の列車制御情報生成部 5 ) と、第 2 のバケツ卜

生成部 （2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内のパケット生成部 5 2 ) とを備える。

[0096] 第 2 の組み合わせを説明する。例えば、機器 （図示せず）がA T C装置な

どの保安装置であり、この保安装置が 1系中央装置 1 1 _ 1および 2 系中央

装置 1 1 _ 2 と同様に2 重化されていると仮定すると、一方の保安装置が第

1の機器となり、他方の保安装置が第 2 の機器となる。そして、第 1の機器

および第 2 の機器が、それぞれ図 1 に示されるハプ2 2 - およびハプハプ

2 2 —2 に接続されていると仮定する。そのような構成の上で、実施の形態

1、 2 にかかる列車情報管理装置は、例えば、第 1の機器を第 1の情報送信

部と見立て、第 2 の機器を第 2 の情報送信部と見立て、図 1 に示される各端

末装置 1 6 _ 1および端末装置 1 6 _ 2 を受信装置と見立てた上で、送信元

を第 1の機器および第 2 の機器とし、送信先を端末装置 1 6 _ 1および端末

装置 1 6 —2 としてもよい。そして、送信元を第 1の機器および第 2 の機器

とした場合、例えば、第 1の機器は、第 1の列車制御情報生成部と第 1のパ

ケッ卜生成部とを備え、第 2 の機器は、第 2 の列車制御情報生成部と第 2 の

バケツ卜生成部とを備える。

[0097] 第3 の組み合わせを説明する。実施の形態 1、 2 にかかる列車情報管理装

置は、送信元を各機器 （図示せず）とし、送信先を 1系中央装置 1 1 _ 1 ま



たは2 系中央装置 1 1 —2 としてもよい。この場合の送信元は、第 2 の組み

合わせと同様、第 1の機器および第 2 の機器である。そして、第 1の機器は

、第 1の列車制御情報生成部と第 1のパケット生成部とを備え、第 2 の機器

は、第 2 の列車制御情報生成部と第 2 のバケツ卜生成部とを備える。

[0098] 第4 の組み合わせを説明する。実施の形態 1、 2 にかかる列車情報管理装

置は、送信元を端末装置 1 6 _ 1および端末装置 1 6 _ 2 とし、送信先を 1

系中央装置 1 1 _ 1 または2 系中央装置 1 1 —2 としてもよい。この場合の

送信元は、第 1の組み合わせと同様、端末装置 1 6 _ および端末装置 1 6

_ 2 である。そして、端末装置 1 6 _ 1は、第 1の列車制御情報生成部と第

1のパケット生成部とを備え、端末装置 1 6 _ 2 は、第 2 の列車制御情報生

成部と第 2 のバケツ卜生成部とを備える。

[0099] 第 5 の組み合わせを説明する。実施の形態 1、 2 にかかる列車情報管理装

置は、送信元を図 1 に示される端末装置 1 6 — 1および端末装置 1 6 _ 2 と

し、送信先を図示しない端末装置としてもよい。送信先である端末装置は、

例えば、図 1 に示される端末装置 1 6 — 1および端末装置 1 6 - 2 と同等の

端末装置であり、ハプ2 3 _ 1およびハプ2 3 _ 2 と同等のハプ （図示せず

) を介して、各々 1系基幹伝送路4 0 _ 1および 2 系基幹伝送路4 0 _ 2 に

接続されているものとする。そして、端末装置 1 6 — 1は、第 1の列車制御

情報生成部と第 1のパケット生成部とを備え、端末装置 1 6 —2 は、第 2 の

列車制御情報生成部と第 2 のパケット生成部とを備える。

[01 00] 第 6 の組み合わせを説明する。実施の形態 1、 2 にかかる列車情報管理装

置は、例えば、図 1 に示される中央装置 1 1 — 1、 1 1 _ 2 を端末装置 （1

6 — 1、 1 6 —2 ) と見立て、図 1 に示される端末装置 1 6 _ 1、 6 - 2

を上述した第 1の機器および第 2 の機器機器と見立てた上で、端末装置 （1

6 - ) を第 1の情報送信部とし、端末装置 （1 6 _ 2 ) を第 2 の情報送信

部とし、第 1の機器および第 2 の機器を受信装置とする。そして、送信元を

端末装置 （1 6 — 1、 1 6 —2 ) とし、送信先を第 1の機器および第 2 の機

器としてもよい。このように、送信元を端末装置 （1 6 — 1、 6 - 2 ) と



した場合、端末装置 （1 6 _ 1 ) は、第 1 の列車制御情報生成部 （1 系伝送

制御部 1 2 _ 1 内の列車制御情報生成部 5 1 ) と、第 1 のバケ ツ 卜生成部 （

1 系伝送制御部 1 2 _ 1 内のパケ ッ ト生成部 5 2 ) とを備 え、端末装置 （1

6 - 2 ) は、第 2 の列車制御情報生成部 （2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内の列車

制御情報生成部 5 ) と、第 2 のバケ ツ 卜生成部 （2 系伝送制御部 1 2 _ 2

内のパケ ッ ト生成部 5 2 ) とを備 える。

[01 0 1 ] 第 7 の組み合わせを説明する。実施の形態 1 、 2 にかかる列車情報管理装

置は、例 えば、図 1 に示 される中央装置 1 1 — 1 、 1 1 _ 2 を端末装置 （1

6 — 1 、 1 6 — 2 ) と見立て、図 1 に示 される端末装置 1 6 _ 1 、 6 - 2

を上述 した第 1 の機器および第 2 の機器機器 と見立てた上で、第 1 の機器 を

第 1 の情報送信部 と し、第 2 の機器 を第 2 の情報送信部 と し、端末装置 （1

6 — 1 、 6 - 2 ) を受信装置 とする。 そ して、送信元 を第 1 の機器および

第 2 の機器 と し、送信先 を端末装置 （1 6 — 1 、 6 - 2 ) と してもよい。

このように、送信元 を第 1 の機器および第 2 の機器 と した場合、第 1 の機器

は、第 1 の列車制御情報生成部 （1 系伝送制御部 1 2 — 1 内の列車制御情報

生成部 5 1 ) と、第 1 のパケ ッ ト生成部 （1 系伝送制御部 1 2 _ 1 内のパケ

ッ 卜生成部 5 2 ) とを備 え、第 2 の機器は、第 2 の列車制御情報生成部 （2

系伝送制御部 1 2 _ 2 内の列車制御情報生成部 5 ) と、第 2 のバケ ツ 卜生

成部 （2 系伝送制御部 1 2 _ 2 内のパケ ッ ト生成部 5 2 ) とを備 える。

[01 02] なお、実施の形態 1 、 2 に示 した列車情報管理装置は、本発明の内容の一

例 を示すものであ り、更なる別の公知の技術 と組み合わせることも可能であ

る し、本発明の要 旨を逸脱 しない範囲で、一部 を省略する等、変更 して構成

することも可能であることは無論である。

産業上の利用可能性

[01 03] 以上のように、本発明は、基幹伝送路が二重化 された列車 に適用される列

車情報管理装置 に適用可能であ り、特 に、基幹伝送路の 卜ラフィックを増大

させることな く列車制御情報 を伝送可能な発明 と して有用である。

符号の説明



- 系 中央装置

- 2 2 系中央装置

- 系伝送制御部

- 2 系伝送制御部

6 - 1 6 - 端末装置

2 2 _ 1 、 2 2 _ 2 、 2 3 - 2 3 - ハ プ

4 0 - 系基幹伝送路 （第 1 の基幹伝送路）

4 0 - 2 系基幹伝送路 （第 2 の基幹伝送路）

5 列車制御情報生成部 （第 1 の列車制御情報生成部、第 2 の列車制御

情報生成部）

5 パケ ッ ト生成部 （第 1 のパケ ッ ト生成部、第 2 のパケ ッ ト生成部）

5 3 パケ ッ ト生成方式選択部

A 1 、 A 2 第 1 のバケ ツ 卜

B 1 、 B 第 2 のバケ ツ 卜



請求の範囲

[ 請求項 1] 列車の編成 を構成する複数台の車両 にわた って配設 された第 1 の基

幹伝送路 と、列車の編成 を構成する複数台の車両 にわた って配設 され

前記第 1 の基幹伝送路の冗長系を成す第 2 の基幹伝送路 とに接続 され

、 ノツチ情報 を含む制御入力情報 に基づいて前記車両 に搭載 された受

信装置 に対する制御指令信号 と しての第 1 の列車制御情報 を生成する

第 1 の列車制御情報生成部 と、前記第 1 の列車制御情報が生成 される

毎 に、 シーケ ンス番号 を前記第 1 の列車制御情報 に付与 した第 1 のパ

ケ ッ 卜を生成 し、前記所定周期毎 に、前記第 1 のバケ ツ 卜を前記第 1

の基幹伝送路 と前記第 2 の基幹伝送路 とに交互 に送出する第 1 のパケ

ッ 卜生成部 と、 を備 えた第 1 の情報送出部 と、

前記第 1 の基幹伝送路 と前記第 2 の基幹伝送路 とに接続 され、前記

第 1 の列車制御情報が送出された時点か ら所定周期 に 1 / 2 を乗 じた

時間が経過 した ときを起点 と して、前記制御入力情報 に基づいて前記

第 1 の列車制御情報 と同 じまたは異なる列車制御情報である第 2 の列

車制御情報 を生成する第 2 の列車制御情報生成部 と、前記第 2 の列車

制御情報が生成 される毎 に、 シーケ ンス番号 を前記第 2 の列車制御情

報 に付与 した第 2 のパケ ッ トを生成 し、前記所定周期毎 に、前記第 2

のバケ ツ 卜を前記第 1 のバケ ツ 卜が送出された基幹伝送路 とは反対側

の基幹伝送路 に送出する第 2 のバケ ツ 卜生成部 と、 を備 えた第 2 の情

報送出部 と、

を備 えた ことを特徴 とする列車情報管理装置。

[ 請求項 2 ] 前記第 1 のバケ ツ 卜生成部 は、

前記第 1 の列車制御情報が生成 される毎 にシ ー ケ ンス番号 を 1 ずつ

インク リメン 卜すると共 に、 このシーケ ンス番号 を前記第 1 の列車制

御情報 に付与 したバケ ツ 卜を前記第 1 のバケ ツ 卜と して生成 し、

前記第 2 のバケ ツ 卜生成部 は、

前記第 2 の列車制御情報が生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 1 ずつ



インク リメン 卜すると共 に、 このシーケ ンス番号 を前記第 2 の列車制

御情報 に付与 したバケ ツ 卜を前記第 2 のバケ ツ 卜と して生成すること

を特徴 とする請求項 1 に記載の列車情報管理装置。

[ 請求項3] 前記第 1 のバケ ツ 卜生成部 は、

前記第 1 の列車制御情報が生成 される毎 にシ ー ケ ンス番号 を 2 ずつ

インク リメン 卜すると共 に、 このシーケ ンス番号 を前記第 1 の列車制

御情報 に付与 したバケ ツ 卜を前記第 1 のバケ ツ 卜と して生成 し、

前記第 2 のバケ ツ 卜生成部 は、

前記第 2 の列車制御情報が生成 される毎 にシ ー ケ ンス番号 を 2 ずつ

インク リメン 卜すると共 に、 このシーケ ンス番号 を前記第 2 の列車制

御情報 に付与 したバケ ツ 卜を前記第 2 のバケ ツ 卜と して生成すること

を特徴 とする請求項 1 に記載の列車情報管理装置。

[ 請求項4] 前記第 1 の情報送出部 および前記第 2 の情報送出部 は、

前記第 1 の列車制御情報生成部 および前記第 2 の列車制御情報生成

部 に入力される制御入力情報が、前記受信装置の制御頻度 を高める必

要がない第 1 の情報の場合、前記第 1 の列車制御情報が生成 される毎

にシーケ ンス番号 を 1 ずつインク リメン トさせ、かつ、前記第 2 の列

車制御情報が生成 される毎 にシ ー ケ ンス番号 を 1 ずつインク リメン 卜

させる第 1 のバケ ツ 卜生成方式を選択 し、前記第 1 の列車制御情報生

成部 および前記第 2 の列車制御情報生成部 に入力される制御入力情報

が、前記機器の制御頻度 を高める必要がある第 2 の情報の場合、前記

第 1 の列車制御情報が生成 される毎 にシ ー ケ ンス番号 を 2 ずつインク

リメン 卜させ、かつ、前記第 2 の列車制御情報が生成 される毎 にシ一

ケ ンス番号 を 2 ずつインク リメン 卜させる第 2 のバケ ツ 卜生成方式を

選択するバケ ツ 卜生成方式選択部 を備 え、

前記第 1 のバケ ツ 卜生成部 は、

前記制御入力情報が前記第 1 の情報の場合、前記第 1 の列車制御情

報が生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 1 ずつインク リメン 卜すると共



に、 このシーケ ンス番号 を前記第 1 の列車制御情報 に付与 したバケ ツ

卜を前記第 1 のバケ ツ 卜と して生成 し、

前記制御入力情報が前記第 2 の情報の場合、前記第 1 の列車制御情

報が生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 2 ずつインク リメン 卜すると共

に、 このシーケ ンス番号 を前記第 1 の列車制御情報 に付与 したバケ ツ

卜を前記第 1 のバケ ツ 卜と して生成 し、

前記第 2 のバケ ツ 卜生成部 は、

前記制御入力情報が前記第 1 の情報の場合、前記第 2 の列車制御情

報が生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 1 ずつインク リメン 卜すると共

に、 このシーケ ンス番号 を前記第 2 の列車制御情報 に付与 したバケ ツ

卜を前記第 2 のバケ ツ 卜と して生成 し、

前記制御入力情報が前記第 2 の情報の場合、前記第 2 の列車制御情

報が生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 2 ずつインク リメン 卜すると共

に、 このシーケ ンス番号 を前記第 2 の列車制御情報 に付与 したバケ ツ

卜を前記第 2 のバケ ツ 卜と して生成することを特徴 とする請求項 1 に

記載の列車情報管理装置。

[ 請求項 5] 前記バケ ツ 卜生成方式選択部 は、

前記第 1 の列車制御情報生成部 および前記第 2 の列車制御情報生成

部 に入力される制御入力情報が、前記第 1 の情報の場合、前記所定周

期の間隔毎 にシーケ ンス番号がインク リメン 卜されるように前記第 1

のバケ ツ 卜生成部 および前記第 2 のバケ ツ 卜生成部 を制御 し、

前記第 1 の列車制御情報生成部 および前記第 2 の列車制御情報生成

部 に入力される制御入力情報が、前記第 2 の情報の場合、前記所定周

期の 1 / 2 の時間毎 にシーケ ンス番号がインク リメン 卜されるように

前記第 1 のバケ ツ 卜生成部 および前記第 2 のバケ ツ 卜生成部 を制御す

ることを特徴 とする請求項 4 に記載の列車情報管理装置。

[ 請求項 6] 前記第 1 の情報送出部 および前記第 2 の情報送出部 は、車両間に渡

る二重化 された伝送路 に接続 され、かつ、二重化 された車両内伝送路



に接続 されていることを特徴 とする請求項 1 に記載の列車情報管理装

置。

[ 請求項 7 ] 列車の編成 を構成する複数台の車両 にわた って配設 された第 1 の基

幹伝送路 と、列車の編成 を構成する複数台の車両 にわた って配設 され

前記第 1 の基幹伝送路の冗長系を成す第 2 の基幹伝送路 とに接続 され

た第 1 の情報送出部 と、前記第 1 の基幹伝送路 と前記第 2 の基幹伝送

路 とに接続 された第 2 の情報送出部 とに適用可能な列車情報管理方法

であ って、

ノツチ情報 を含む制御入力情報 に基づいて前記車両 に搭載 された受

信装置 に対する制御指令信号 と しての第 1 の列車制御情報 を生成する

第 1 の列車制御情報生成 ステ ツプと、

前記第 1 の列車制御情報が生成 される毎 に、 シーケ ンス番号 を前記

第 1 の列車制御情報 に付与 した第 1 のバケ ツ 卜を生成する第 1 のパケ

ッ 卜生成 ステ ツプと、

所定周期毎 に、前記第 1 のバケ ツ 卜を前記第 1 の基幹伝送路 と前記

第 2 の基幹伝送路 とに交互 に送出するステ ップと、

前記第 1 の列車制御情報が送出された時点か ら前記所定周期 に 1 /

2 を乗 じた時間が経過 した ときを起点 と して、前記制御入力情報 に基

づいて前記第 1 の列車制御情報 と同 じまたは異なる列車制御情報であ

る第 2 の列車制御情報 を生成する第 2 の列車制御情報生成 ステ ツプと

前記第 2 の列車制御情報が生成 される毎 に、 シーケ ンス番号 を前記

第 2 の列車制御情報 に付与 した第 2 のパケ ッ 卜を生成する第 2 のパケ

ッ 卜生成 ステ ツプと、

前記所定周期毎 に、前記第 2 のバケ ツ 卜を前記第 1 のバケ ツ 卜が送

出された基幹伝送路 とは反対側の基幹伝送路 に送出するステ ップと、

を含む ことを特徴 とする列車情報管理方法。

[ 請求項 8 ] 前記第 1 のバケ ツ 卜生成 ステ ツプには、前記第 1 の列車制御情報が



生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 1 ずつインク リメン 卜すると共 に、

このシーケ ンス番号 を前記第 1 の列車制御情報 に付与 したバケ ツ 卜を

前記第 1 のバケ ツ 卜と して生成するステ ップが含 まれ、

前記第 2 のバケ ツ 卜生成 ステ ップには、前記第 2 の列車制御情報が

生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 1 ずつインク リメン 卜すると共 に、

このシーケ ンス番号 を前記第 2 の列車制御情報 に付与 したパケ ッ 卜を

前記第 2 のバケ ツ 卜と して生成するステ ップが含 まれることを特徴 と

する請求項 7 に記載の列車情報管理方法。

[ 請求項 9] 前記第 1 のバケ ツ 卜生成 ステ ツプには、前記第 1 の列車制御情報が

生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 2 ずつインク リメン 卜すると共 に、

このシーケ ンス番号 を前記第 1 の列車制御情報 に付与 したバケ ツ 卜を

前記第 1 のバケ ツ 卜と して生成するステ ップが含 まれ、

前記第 2 のバケ ツ 卜生成 ステ ップには、前記第 2 の列車制御情報が

生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 2 ずつインク リメン 卜すると共 に、

このシーケ ンス番号 を前記第 2 の列車制御情報 に付与 したパケ ッ 卜を

前記第 2 のバケ ツ 卜と して生成するステ ップが含 まれることを特徴 と

する請求項 7 に記載の列車情報管理方法。

[ 請求項 10] 前記第 1 のバケ ツ 卜生成 ステ ップおよび前記第 2 のバケ ツ 卜生成 ス

テ ツプの前 には、

前記制御入力情報が前記受信装置の制御頻度 を高める必要がない第

の情報の場合、前記第 1 の列車制御情報が生成 される毎 にシ一ケ ン

ス番号 を 1 ずつインク リメン トさせ、かつ、前記第 2 の列車制御情報

が生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 1 ずつインク リメン 卜させる第 1

のパケ ッ ト生成方式を選択 し、前記制御入力情報が、前記受信装置の

制御頻度 を高める必要がある第 2 の情報の場合、前記第 1 の列車制御

情報が生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 2 ずつインク リメン 卜させ、

かつ、前記第 2 の列車制御情報が生成 される毎 にシーケ ンス番号 を 2

ずつインク リメン 卜させる第 2 のバケ ツ 卜生成方式を選択するバケ ツ



卜生成方式選択ステ ップが含 まれ、

前記第 1 のバケ ツ 卜生成 ステ ップには、

前記制御入力情報が前記第 1 の情報の場合、前記所定周期の間隔毎

にシーケ ンス番号 をインク リメン 卜すると共 に、 このシーケ ンス番号

を前記第 1 の列車制御情報 に付与 したバケ ツ 卜を前記第 1 のバケ ツ 卜

と して生成するステ ップが含 まれ、前記制御入力情報が前記第 2 の情

報の場合、前記所定周期の 1 / 2 の時間毎 にシーケ ンス番号 をインク

リメン 卜すると共 に、 この シ ー ケ ンス番号 を前記第 1 の列車制御情報

に付与 したバケ ツ 卜を前記第 1 のバケ ツ 卜と して生成するステ ップが

含 まれ、

前記第 2 のバケ ツ 卜生成 ステ ップには、

前記制御入力情報が前記第 1 の情報の場合、前記所定周期の間隔毎

にシーケ ンス番号 をインク リメン 卜すると共 に、 このシーケ ンス番号

を前記第 2 の列車制御情報 に付与 したバケ ツ 卜を前記第 2 のバケ ツ 卜

と して生成するステ ップが含 まれ、前記制御入力情報が前記第 2 の情

報の場合、前記所定周期の 1 / 2 の時間毎 にシ ー ケ ンス番号 をイ ン ク

リメン 卜すると共 に、 この シ ー ケ ンス番号 を前記第 2 の列車制御情報

に付与 したバケ ツ 卜を前記第 2 のバケ ツ 卜と して生成するステ ップが

含 まれることを特徴 とする請求項 7 に記載の列車情報管理方法。
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